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藤沢市民病院健全経営推進計画の策定について（最終報告） 

 

１ これまでの経緯 

 藤沢市民病院健全経営推進計画（以下「本計画」という。）については、現在取組を

進めている計画が令和３年３月に終了することに伴い、市民から求められる医療の提供

と持続可能な病院経営に向け、令和３年４月から今後４年間の進むべき方向性として、

「本計画」の策定作業を進めてきました。 

令和２年１２月の市議会定例会に本計画の素案の報告を行い、市議会からいただいた

ご意見とパブリックコメントに寄せられたご意見を取りまとめ、再度「藤沢市民病院運

営協議会」に諮り、「藤沢市民病院健全経営推進計画（案）」を作成しました。 

 

２ パブリックコメント（市民意見公募）の実施結果 

（１） 件名及び実施方法等 

  ア 実施件名 「藤沢市民病院健全経営推進計画（素案）」 

  イ 実施期間 令和２年１２月２日（水）から令和３年１月４日（月）まで 

ウ 意見に対する市の考え方の公表 

令和３年１月１８日（月）から市のホームページで公表しました。 

（２） 意見提出者数及び意見総数 １人 ２件 

（３） 意見の内訳 

番号 項 目 件数 

１ 健全経営に向けた取組（基本指針）に関すること ２ 

２ 事業計画（年度収支計画・数値目標）に関すること ０ 

３ 再編・ネットワークに関すること ０ 

４ 経営形態に関すること ０ 

合計 ２ 

（４） 意見の概要と市の考え方   

番号 意見の概要 市の考え方 

1-1 医師の質が診療科により偏り

があるため、幅広い領域の疾

患に対応できる専門医師の配

置に取り組んでほしい。 

医師確保は、大学医局との連携が必要不可欠

なため、機会ある度に、派遣依頼に努めてお

り、引き続き、医療の質の向上に取り組んで

いきます。 

1-2 診療科間等の連携の強化に取

り組んでほしい。 

多職種によるチーム医療の推進により、医療

の質を向上し、患者の安心に繋げるよう、計

画に盛り込んでいます。 

※提出されたご意見は、趣旨を損なわない範囲で、一部要約しています。 

令和３年２月藤沢市議会定例会 
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３ 素案への意見の反映 

基本指針４「経営の効率化及びその他機能強化に関わる取組」（資料２ P.34）  

戦略項目のうち、組織力強化と患者サービスの向上について、取組を追加しました。 

（戦略項目） 

〇 組織力強化 

【新規】：多職種で構成する経営効率化プロジェクトの発足 

【新規】：活動目標報告会の実施 

〇 患者サービスの向上 

【継続】：接遇の向上 

 

４ 経営状況及び事業計画の見直し 

（１）２０２０年度１２月までの経常収支（資料２ P.26）  

新型コロナウイルス感染症の拡大により、患者数は前年に比べ、入院、外来ともに落

ち込みましたが、７月以降は回復傾向にあり、１２月時点での１日当たり患者数は、入

院が４２３人，外来が１，３０７人となっています。 

※2020 年度は、新型コロナウイルス感染症患者受入れのための空床確保に伴い、病

床数を制限しています。 
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患者数等の回復により、空床確保にかかる新型コロナウイルス感染症緊急包括支援補

助金（以下「補助金」という。）を除いた経常収支は、１２月単月で約７，７００万円

の損失（経常収支比率９５．８％）、１２月末までの累計では約１４億６，４００万円

の損失（経常収支比率９０．５％）となっています。ただし、補助金の試算額を加えた

場合では、経常収支は１２月単月で、約２，７００万円の利益（経常収支比率１０１．

５％）、１２月末までの累計では、約４億４，４００万円の損失（経常収支比率９７．

１％）となる見込みです。 

 

 

 

※経常収支及び経常収支比率は、院内で経営管理上、各月の速報値として集計した 

もので、決算書上の財務諸表とは異なります。 
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（２）年度収支計画及び数値目標の見直し（資料２ P.35、36）  

令和２年１０月から１２月までの患者数及び診療単価などの状況が、年度末まで同様

に推移することを前提に、令和２年度見込及び令和３年度以降の計画の見直しを行いま

した。 

  

 

以 上 

 

（事務担当 市民病院事務局 病院総務課 医事課） 


